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は 『小林昇文庫目録』 を作成中である｡ また,
小林の著作目録は, 服部によって 『小林昇著
作目録』 (    年  月) として作成され, さ
らに服部正治・竹本洋編 『回想 小林昇』








号 (    年  月) は, ｢小林昇経済学史をい
かに受け継ぐのか｣ という特集を組んでその
評価を試みているし, 『回想 小林昇』 にも
それは示されている｡





る｣１) と書いた｡ これは, 小林の研究をも含
む小林昇論というべき研究が今後行われるこ
とを意識してのことであった｡ ここに紹介す
る ｢小林昇文書｣ は, 小林のご遺族から立教
大学経済学部に寄贈された種々の遺品全体を



















荒 恵子, 服部 正治
１) 服部 ｢『回想 小林昇』 編集にあたって｣,






















を務めた｡  . ① ｢覚書Ⅰ｣ (   ×     ) (写真２)
② ｢覚書Ⅱ｣ (   ×     ) はヴェトナ
ムでの戦地ラムカイの日記, 短歌, ｢覚書
Ⅰ｣ に記した構想について書いてある
③ ｢名簿｣ (   ×    )｡     年８月３
日～    年４月３日｡ 信州の手書き地図１








てある｡ 鉛筆書き｡   .     年３月  日～  月  日, ｢ドイツ日












・    年 ｢経済政策 ( ) 昭和  年度第１学
期｣ (  ページ)



















爺湖｣ の旅を ｢昭和十年元旦, しるし終る｣,
｢短歌一百九首 長歌一首｣｡ 楓がはさんで
ある｡
ｆ) ｢長編 『遠征以前』 の覚書｣ を    年４
月５日より大学ノートに執筆｡






ｈ) ｢春の鶉, 杜鵑｣, 大学ノート｡ ｢春の鶉｣
は増田晃の戦死を聞いた直後    年８月に
小林昇文書について    




(小林 『山までの街』 八朔社,     年,    ペー
ジ)｡
４) 武蔵高等学校 『校友會誌』   号 (    年６月)
に掲載された短歌 ｢大和｣ の第一首｡ ｢父の死｣
(    年２月), ｢兄を哭す｣, ｢兄を埋む｣ (    
年５, ６月), ｢二・二・六事件を｣ (    年３
月) などを含む,    ページ｡
５) これは, 日記帳 (写真１) に清書した歌稿｡
日記帳の背表紙には ｢朝明の灰｣ とラベルが付
いている｡ 原稿用紙には初期歌稿と書かれ, 稿
の題を ｢歌集 朝明の灰｣, ｢草の花｣, ｢木の実
のごとし｣, ｢朝降る灰｣ へと変更している｡
｢朝降る灰｣ 最後の歌は, ｢暁の門にかがみてゐ
る母にすでにちかづく覺りたまはぬに｣ (７月  日召集)｡ ｢朝降る灰｣ は未刊行であったが
『歴世―小林昇全歌集』 (不識書院,     年) に
一部収録された｡
また, ｢草の花―一学生の歌―｣   首は ｢第
二回五十首募集短歌｣ の入選作品｡ 応募   篇
(  首で１篇) 中入選  篇と, 選者の講評が掲
載されている (『短歌研究』 ６巻７号,     年
７月,   ‒  ページ)｡ 選者の一人北原白秋は,  点で三位, ｢最も未來性を豫約される新味が
私を喜ばした……｣ と評している (同,    ‒   
ページ)｡ 小林は, この  歳の思い出を  年後
の 『歴世』 (前掲,    ページ) でも振り返って
いる｡
執筆されている｡ ｢『狼煙』 の發議者｣ の一
人, 『白鳥』 の著者, 増田晃５月４日戦死















・｢『東西リスト論争』 補遺 (控)｣, 大学ノート   .  外ノート９冊
・｢ 外文献｣
・｢ 外｣ 年譜







る｡ 他に４月  日, ５月５日, ５月  日付












林昇述, 於：立教大学,     年  月  日, 活
字コピー   . コピー資料, メモ類,  外の遺書
(和紙複写) などを含む｡    . 蔵書の一部, 辞書, 地図     . 雑誌   . 抜刷  . 書簡ファイル, 書簡, 葉書｡ グラース












９) 住谷一彦・和田強編 『歴史への視線 大塚
史学とその時代』 (日本経済評論社,     年)
に収録, 小林 『経済学史春秋』 (未来社,     
年) に再録｡
ゴウ大学のアンドルー・スキナーなどの書
簡ファイルを含む｡   . 図書カードボックス３箱    . 名簿     . アルバム    . 賞状, 学位記, 辞令, 記念品など   . こけしの評価に関する裁判記録,     
～    年｡ (複写｡ 原本は ｢原郷のこけし




には, 晩年に 『歴世―小林昇全歌集』 を編み,
｢森 外研究の新課題― 外文学と脚気対策









































  ) 佐藤清 ｢補充兵と経済学｣, 『回想 小林昇』
前掲,    ページ｡  ) 『信陵 創立  周年記念事業特集』   号,     
年８月｡
  ) 小林 ｢一人の戦争体験｣, 『わだつみのこえ―
日本戦没学生記念会機関誌―特集 戦争の記憶
から武力なき平和へ』    号,     年  月, ２











論究』,     年９月,   ページ｡ また,   ‒  ペ













のことだ｣  )｡ 戦地で ｢覚書｣ に刻んだ, 生
還できた時の研究計画を, 一刻の時間も惜し
んで遂行した小林はこう語った｡
立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
  ) 小林 ｢二十代のモチーフ―教養主義と諦念｣,
『日本読書新聞』     号,     年  月  日｡   ) 同上｡
